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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・忘年会不参加届けの締め切り12/10まで

・12/11課内研修11：10～11：40、17：10～17：40　2階会議室「医療事故事例」

・12/12・13院内研修17：30～18：30　メモリアル「社会情勢と精神科疾患の変化について」

・12/14課内研修11：10～11：30、17：10～17：30　2階会議室「コーチング」

・デイケア利用中の利用者様でノロウイルス感染が判明。感染症には十分注意し､感染対策を行う事。

・西病棟入院中の磯島貴広様が本日デイケア見学実施。今後入院中に水・金に終日の見学を実施していく。

・12/13東病棟（松林政道様）・西病棟（江刺家陽樹様）で症例検討会実施予定。通所Gで担当者を選定し､出席していく。

・年末の大掃除を実施。12/26～12/29通所。1/3外来。

・年末年始に伴う物品発注～診療材料が本日まで。日用品等は12/10まで。

・インフルエンザワクチン～12/12東Gで3名分実施予定あり。外来でも3名の実施予定ある為､東病棟での摂取終了後､ワクチンを受け取る予定。

・12/14（金）猪股Dｒ16：20に退勤の予定。当日は外来での新患対応はなし。また、病棟診察は通常通り14：00～開始となる予定。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ様～今週に入ってから､特定の通所スタッフや特定利用者に対しての妄想発言が活発に認められていた。昨日帰宅後本人より架電あり。「自分で妄想だと気付いた」と話し､以後訴えることはない。

　　　　　　　　日赤病院で薬剤調整が行われていると本人より情報があることから､本人の状態については密な観察を行っていく事。本日は実家へ帰省しているとの事で､電話連絡はない。

・倉石　ヨシエ様～昨日腰痛を理由に奥寺整形外科を受診。X-P検査で背骨部に圧迫骨折の所見あり。鎮痛剤の処置を受け､外用消炎鎮痛剤が処方となっている。現在デイナイトケアの利用は休んでいる。

・大石　清志様～五福佐藤SGMより架電あり。訪問看護利用時に､残薬不足あり。不足分については追加処方している。服薬管理が出来ていない様子ある為､対応について検討を行っていく。

・松川　順子様～2日前に実父亡くなり本日から葬儀がある為欠席すると連絡あり。昨日来所時何も話されなかったことに関しては「言い出せなかった」と話している。環境の変化、心労などで精神症状の悪化につながらないよう観察していく。

＜外来情報＞

・横町　浩　様～起床後の眠気の訴えあり。就床前薬で処方されていたヒベルナが中止となっている。通所時の様子を確認していく。

・大久保律子様～診察前に夫よりCPに対して､「（本人の）カウンセリングができるか？」と問い合わせがある。主治医に確認する様伝えるが､診察中にカウンセリングの話題を話すことはない。先日の自傷行為に関しては､「入院をしたくないからもうやらない」と話している。

・松倉　健一様～疎通性は保たれているが､診察中話の脈絡に関係なく､笑っている様子がある。

＜新患情報＞

　本日受診の新患情報
　根岸 英子 様（74）  S13.7.15生まれ

住所：八戸市根城3-2-5　ｺｰﾎﾟ山桜7号

[現病歴・生活歴]

三戸町にて同胞3名第2子長女として出生。中学校卒業後は洋裁の専門学校へ入学していたよう。その後精神変調をきたし､十和田市内の精神科へ入院(本人は十和田の三本木にある病院と話す。おそらく高松病院であろう)。本人曰く､「個室に入院させられて電気をかけられた」「肉を切り刻んだ」と話していた。その後は家族の勧めもあり､岩手県盛岡市内の病院へ通院し､電気痙攣療法を行っていた様子(どこの病院かは本人覚えておらず。また精神科での治療経過を理解している家族もいない為､本人からの聴取のみでは詳細までは把握困難)。その後夫と結婚し､1男2女をもうける。31歳で初産となるが､その頃には精神科への受診は行っておらず､以後も受診歴はない。

受診に同行した次女の話では､幼いころから「他の人の母親とはちょっと違う」という感覚を抱いていたとの事。就労は様々なところで行っていた様子であるが､40歳頃から勤めたｾﾒﾝﾄ会社では定年までの20年を勤務していた。労務内容としては､現場作業員として､従事していた。職務上では特に大きな問題はなかったとの事。

60歳で定年退職となった後には､一度短期間で清掃員の仕事をしたことはあったが､特にそれ以外に就労をすることはなかった。日常生活においては､頻回に外出しているような状態であったとの事。H23年12月頃より気分変動が著しく認められるようになり､気分の落ち込みと多弁で言動にまとまりのなくなる等の気分昂揚を繰り返していた。

H24年夏ごろには､気分の高揚が顕著に認められ､連日のように外出しては､同じものをいくつも買ってくるような状態であった(夏の期間だけで扇風機を4台程購入していた)。その後一時的に気分は安定していた様子であったが､最近になり再び気分の高揚さが顕著になり､連日外出しては夜まで帰ってこないような状況であるとの事。

また物忘れ､物盗られ妄想が認められ､自身で管理している通帳を保管している場所を忘れ､頻回に銀行へ出向き再発行を繰り返すことや､「長男が盗った」と警察に訴えることがあり､警察官の介入を受けることもあった。

以上のことから､家族が市役所に本人の対応について相談。認知症の鑑別診断を受けるよう促され､はちのへ認知症疾患医療ｾﾝﾀｰへ相談となる。

[受診結果]

躁鬱病と診断。現在認められる､物忘れは必ずしも認知症とは判断されず､躁状態からくるものと考えられる。ただし､頭部CT検査で前頭葉・側頭葉の委縮が認められることから､状態の安定化が図られた段階で､再度認知症の検査を実施していく。

今後外来にて薬物療法を実施していき､躁状態が改善されず､迷惑行為がエスカレートするようであれば､入院加療を検討していく。

